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同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
激
動
の
世

界
情
勢
の
中
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

　

日
頃
は
、同
窓
会
活
動
に
御
理
解
、

御
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
直
撃
！

　

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
。

我
が
家
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
で
幸
い

２
年
以
上
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
ん
な
我

が
家
を
コ
ロ
ナ
が
襲
い
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
の
執
筆
時
点
で
日
本
人

の
８
割
以
上
の
人
が
感
染
未
経
験
で

す
の
で
、
実
体
験
を
ま
と
め
る
の
は

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

実
録 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

６
月
22
日　

地
元
小
学
校
６
年
生
、

続
い
て
５
年
生
が
学
級
閉
鎖
。

７
月
３
日　

近
く
に
住
む
外
孫
の
小

２
女
子
が
感
染
、
発
熱
。

７
月
６
日　

そ
の
小
２
女
子
の
父
親

が
感
染
、４
日
間
の
発
熱
、鼻
水
、咳
、

倦
怠
感
、
味
覚
障
害
。

７
月
７
日　

地
元
小
学
校
２
年
生
が

学
級
閉
鎖
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
。
小

２
女
子
の
母
親
（
私
と
の
関
係
は
二

女
）
が
感
染
、
症
状
は
軽
微
。
我
が

家
の
長
男
が
感
染
、
発
熱
（
高
熱
）、

鼻
水
、
咳
、
倦
怠
感
４
日
間
。
長
男

の
嫁
が
感
染
、
症
状
は
軽
微
な
が
ら
、

嗅
覚
障
害
の
後
遺
症
が
２
週
間
続
く
。

７
月
８
日　

私
と
妻
、
長
男
の
子
２

人
が
感
染
。
私
は
37
・
５
度
の
発
熱

な
が
ら
強
い
倦
怠
感
。

実
生
活
へ
の
影
響

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
、
直
販
は
中

止
。
仕
事
も
中
止
、
講
演
会
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
、
視
察
受
入
れ
、
旅

行
は
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
。
10
日
間
の

外
出
自
粛
の
た
め
、
買
い
物
も
で
き

ず
。
近
く
に
住
む
長
女
に
依
頼
し
て

玄
関
先
に
届
け
て
も
ら
う
な
ど
、
多

方
面
の
方
に
迷
惑
を
か
け
る
事
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
と
な
る
と
保

健
所
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
電
話
が
入

り
、
状
況
確
認
、
注
意
事
項
等
の
指

導
が
あ
り
、
メ
ー
ル
で
毎
日
の
状
況

報
告
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
と
め
（
考
察
）

　

人
類
初
の
ⅿ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
切
り
札
と
し
て
10
年

か
か
る
と
思
わ
れ
て
い
た
開
発
期
間

を
1
／
10
の
１
年
に
短
縮
し
て
登
場
。

効
果
や
安
全
性
に
不
安
の
あ
る
中
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

我
が
家
で
は
、
４
回
接
種
か
ら

無
接
種
ま
で
の
例
が
あ
り
ま
し
た
。

ざ
っ
く
り
概
観
す
る
と
、
接
種
回
数

の
多
い
方
が
無
症
状（
４
回
94
歳
母
）

で
あ
っ
た
り
、
軽
微
で
済
ん
だ
よ
う

で
す
。
無
接
種
の
場
合
、
高
熱
や
後

遺
症
等
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
は
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
入
院
が
必
要

な
程
の
重
症
化
を
リ
ス
ク
の
線
引
き

と
考
え
る
と
、
無
接
種
も
ア
リ
と
も

言
え
ま
す
。

　

家
庭
内
に
一
度
ウ
ィ
ル
ス
が
入
り

込
ん
で
し
ま
う
と
、
感
染
を
防
ぐ
こ

と
は
か
な
り
困
難
で
す
。
平
均
３
日

程
度
の
潜
伏
期
間
も
あ
り
、
気
づ
い

た
時
に
は
か
な
り
広
が
っ
て
い
た
と

い
う
の
が
実
態
で
す
。

　

我
が
家
で
の
感
染
騒
動
が
収
ま
っ

た
頃
、
母
の
弟
93
歳
が
コ
ロ
ナ
で
亡

く
な
っ
た
と
の
一
報
が
入
り
、
衝
撃

が
走
り
ま
し
た
。
肺
の
持
病
が
あ
り

リ
ス
ク
の
高
い
方
で
し
た
。
棺
は

フ
ィ
ル
ム
で
完
全
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
、
顔
を
拝
む
こ
と
は
か
な
い
ま
せ

　

同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々

御
健
勝
で
御
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
柴
田
隆
夫
会
長
を
始

め
、
同
窓
会
の
役
員
、
理
事
、
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
本
校
の
円
滑
な
運

営
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
こ
の
４
月
に
農
業

大
学
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
鷹

羽
と
申
し
ま
す
。
教
育
部
長
、
副
校

長
を
勤
め
た
経
験
を
生
か
し
、職
員
、

学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
な
が
ら
円
滑
な
教
育
研
修
業
務

の
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
歴

代
校
長
と
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ん
で
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
万
能
で
は
な
い
の

で
す
ね
。

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
見
聞
す
る
以
外
、

身
近
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
経
験
を
通
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
類
と
ウ
ィ
ル
ス
の
共
存
は
今
後

も
長
く
続
い
て
い
き
ま
す
。
人
類
史

初
。
世
界
的
大
実
験
か
ら
今
後
の
感

染
症
対
策
へ
の
教
訓
を
ど
う
い
か
す

の
か
？
そ
れ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
卒
業
生
の
進
路

　

令
和
３
年
度
卒
業
式
は
令
和
４

年
３
月
７
日
に
執
り
行
な
い
農
学

科
１
０
１
名
が
本
校
を
卒
業
し
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
の
卒
業
生
は
、
国

内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
始
ま
っ
た
年
に
入
学
し
、
入
学
式

の
中
止
や
６
月
か
ら
始
業
な
ど
混
乱

の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
多
く
の
行
事
が
中
止
、
縮
小
さ

れ
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
残
念
な
学
校

生
活
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
っ
た
中
で
「
他
の
学
校
に
比
べ

れ
ば
、
農
大
は
実
習
な
ど
学
校
で
授

業
を
受
け
ら
れ
、
寮
生
活
を
通
じ
て

多
く
の
仲
間
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
を
聴
け
た
こ
と
が
救
い

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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コ
ロ
ナ
が
キ
タ
ー
ッ
！

会
　
長
　
柴
田
隆
夫

ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
員
の
皆
様

校
　
長
　
　

鷹

羽

靖

夫
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〇
第
五
号
議
案

　

理
事
の
委
嘱
及
び
役
員
の
互
選

　

・�

現
在
の
役
員
が
引
き
続
き
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
員
の
表
彰
と
し

て
、
令
和
３
年
度
あ
い
ち
ア
グ
リ
ア

ウ
ォ
ー
ド
を
受
賞
さ
れ
た
天
野
亘
様

（
農
大
専
第
８
回
・
平
成
５
年
３
月
卒

業
）
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
規
約
に
よ
り
、
令
和
５
年

度
は
次
の
と
お
り
開
催
予
定
で
す
の

で
、
理
事
の
皆
様
は
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　

令
和
５
年
２
月
３
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所　

愛
知
県
立
農
業
大
学
校

　
　
　

中
央
教
育
棟
研
修
室

　

令
和
４
年
度
の
理
事
会
は
、
令
和

４
年
２
月
４
日
（
金
）
に
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
が
急
激
に
拡
大
し
た
た
め
、

書
面
に
よ
る
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
の

内
容
に
つ
い
て
配
付
し
た
説
明
資
料

に
よ
り
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
す
べ

て
の
議
案
に
つ
い
て
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
と
主
な
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

〇
第
一
号
議
案

　

令
和
３
年
度
事
業
報
告

　

・
同
窓
会
報
第
37
号
の
発
行

　

・
役
員
会
・
理
事
会
の
開
催

　

・
卒
業
生
へ
の
記
念
品
の
贈
呈

〇
第
二
号
議
案

　

令
和
３
年
度
会
計
決
算
報
告

〇
第
三
号
議
案

　

令
和
４
年
度
事
業
計
画

　

・
同
窓
会
報
第
38
号
の
発
行

　

・
役
員
会
・
理
事
会
の
開
催

　

・
卒
業
記
念
品
贈
呈

　

・
同
窓
会
員
の
表
彰

　

・�

農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟

総
会
等
へ
の
参
加

　

・�

支
部
活
動
並
び
に
技
術
部
会
活

動
へ
の
支
援

〇
第
四
号
議
案

　

令
和
４
年
度
会
計
予
算

　

こ
の
よ
う
な
た
い
へ
ん
な
２
年
間

で
し
た
が
、
立
派
に
学
校
生
活
を
送

り
、
全
員
が
新
た
な
進
路
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
就
農
（
後
継
者

就
農
と
農
業
法
人
へ
の
雇
用
就
農
）

33
名
、
農
協
・
団
体
へ
の
就
職
12
名
、

農
業
資
材
等
関
連
企
業
へ
の
就
職
31

名
、
公
務
員
就
職
４
名
、
大
学
編

入
等
進
学
７
名
な
ど
で
、
進
路
決
定

率
は
99
％
で
過
去
３
カ
年
で
最
も
高

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
就
農
お
よ

び
将
来
就
農
を
予
定
し
て
い
る
卒
業

生
は
50
名
と
卒
業
生
全
体
の
４
９
．

５
％
と
ほ
ぼ
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
本
県
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、

ま
た
、農
業
を
支
え
る
人
材
と
し
て
、

卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
こ
れ
ら
卒
業
生
に
会
う
機
会
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
先
輩
と
し
て

御
指
導
、
御
支
援
を
御
願
い
い
た
し

ま
す
。

近
況
報
告

　

令
和
４
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
規
模
を
縮
小

し
て
、
４
月
９
日
に
は
新
た
に
農
学

科
１
年
生
76
名
を
迎
え
入
れ
入
学
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
３
年
ぶ
り
に
東
海
近
畿

地
区
農
業
大
学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
本
県
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
９
府
県
の
う
ち
３

県
か
ら
参
加
辞
退
が
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
６
府
県
の
賛
同
も
得
て
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

競
技
で
は
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
団
体
が
優
勝
す
る
な
ど
優
秀
な

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
会
運
営
は
、
学
生
会
を
中
心

に
本
校
学
生
全
員
が
選
手
、
ス
タ
ッ

フ
と
な
り
す
ば
ら
し
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
会
中
、
県
を

越
え
て
学
生
同
士
が
交
流
し
親
睦
を

深
め
る
姿
を
み
る
と
、
大
会
開
催
の

意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

学
生
募
集
の
取
組

　

全
国
の
農
大
の
入
学
者
数
が
減
少

す
る
中
で
、
本
校
に
お
い
て
も
こ
こ

２
年
入
学
者
数
が
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
志
願
者
数
は
引
き

続
き
定
員
を
上
回
っ
て
お
り
、
同
窓

会
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
意
欲
あ
る
学

生
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り

特
別
推
薦
入
試
制
度
（
農
業
系
高
等

学
校
後
継
者
等
特
別
推
薦
入
学
試

験
）
を
改
正
し
ま
し
た
。
改
正
内
容

は
、
従
来
の
優
秀
な
農
業
後
継
者
の

推
薦
（
特
別
推
薦
Ⅰ
）
に
、
新
た
に

非
農
家
出
身
で
も
就
農
（
雇
用
就
農

も
含
む
）
意
欲
が
高
く
在
学
中
に
農

業
ク
ラ
ブ
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
だ
者
の
推
薦
（
特
別
推

薦
Ⅱ
）を
加
え
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

令
和
３
年
度
は
特
別
推
薦
Ⅱ
で
農
業

系
高
校
か
ら
５
名
の
優
秀
な
学
生
が

入
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
ツ
ィ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
り
、
学
生
自
ら
が
日
頃
の
実

習
や
学
校
生
活
な
ど
本
校
の
魅
力
を

積
極
的
に
情
報
発
信
し
本
校
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

令
和
４
年
１
月
に
令
和
３
年
度
養

豚
・
養
鶏
専
攻
の
中
村
綾
乃
さ
ん
が

「
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
の
部
」

で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
中
村
さ

ん
は
令
和
２
年
度
に
も
全
国
農
業
大

学
校
等
意
見
発
表
会
で
最
優
秀
賞
、

「
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
作
文
の
部
」

で
銅
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
中
村

さ
ん
は
非
農
家
出
身
で
す
が
、
農
業

法
人
に
就
職
し
本
県
農
業
の
担
い
手

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
村
さ
ん
の
表

彰
盾
は
、
現
在
、
本
校
玄
関
奥
の

ケ
ー
ス
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
在
校

生
に
は
時
折
、
先
輩
の
偉
業
を
話
す

と
と
も
に
、
こ
の
後
に
続
け
と
励
ま

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
多
く
の
学
生

が
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
な
ど
で
優
秀
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
実
習
や
講
義
に
追

わ
れ
る
中
、
学
生
は
努
力
し
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
に
向
か
っ
て
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。
本
校
学
生
の
無
限
の
可

能
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
本
県
農
業

を
支
え
る
優
秀
な
人
材
の
養
成
と
い

う
本
校
の
使
命
の
重
要
性
を
改
め
て

考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
農

大
の
運
営
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

次
期
理
事
会

　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

❖ 

❖ 

令
和
四
年
度 

理
事
会
だ
よ
り 

❖ 

❖
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令
和
４
年
度
の
東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
農
業
大
学
校
同
窓
会
長
会
議
は
和

歌
山
県
で
の
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
は
滋
賀
県
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

会　
　

長�

柴
田　

隆
夫
（
専　
　

九
）

副
会
長�

富
永　

康
典
（
専　
　

八
）

　

〃�

牧
野　

文
彦
（
大
研　

三
）

　

〃�

野
田　

留
美
（
大
研
一
〇
）

会
計
監
事�

山
田　

博
嗣
（
大
専　

一
）

　

〃�

鵜
飼　

里
恵
（
大
専
一
五
）

　

〃�

学
校
職
員

（
管
理
課
長
）

事
務
局
長�

尾
崎　

芳
弘
（
専　
　

四
）

書　
　

記�

伊
藤　

真
二
（
大
農
二
九
）

　

〃�

学
校
職
員

（
学
務
科
長
）

会　
　

計�
山
田　

守
克
（
大
専
一
〇
）

　

〃�
岡
本　

貴
幸
（
大
農
二
五
）

顧　
　

問�

鷹
羽　

靖
夫
（
校　
　

長
）

名
誉
顧
問�

長
尾　

周
幸
（
元
校
長
）

　

〃�

有
澤　

道
雄
（　

〃　

）

　

〃�

大
井　

昌
次
（　

〃　

）

　

〃�

内
山　

公
男
（　

〃　

）

　

〃�

鈴
木　

良
憲
（　

〃　

）

　

〃�

落
合　

秀
彦
（　

〃　

）

　

〃�

村
井　

智
子
（　

〃　

）

　

〃�

林　
　
　

錡
（　

〃　

）

　

〃�

伊
藤　

茂
樹
（　

〃　

）

　

〃�

犬
飼　

唯
士
（　

〃　

）

　

〃�

山
田　
　

勝
（　

〃　

）

　

〃�

鈴
木　

敏
之
（　

〃　

）

　

〃�

藤
井　
　

潔
（　

〃　

）

　

〃�

三
浦　

貞
志
（　

〃　

）

　

〃�

友
松　

啓
二
（　

〃　

）

　

〃�

堤　
　

公
生
（
前
校
長
）

　

〃�

鈴
木　

吉
地
（
前
会
長
）

積
極
的
に
情
報
発
信
し
本
校
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

令
和
４
年
１
月
に
令
和
３
年
度
養

豚
・
養
鶏
専
攻
の
中
村
綾
乃
さ
ん
が

「
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
の
部
」

で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
中
村
さ

ん
は
令
和
２
年
度
に
も
全
国
農
業
大

学
校
等
意
見
発
表
会
で
最
優
秀
賞
、

「
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
作
文
の
部
」

で
銅
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
中
村

さ
ん
は
非
農
家
出
身
で
す
が
、
農
業

法
人
に
就
職
し
本
県
農
業
の
担
い
手

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
村
さ
ん
の
表

彰
盾
は
、
現
在
、
本
校
玄
関
奥
の

ケ
ー
ス
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
在
校

生
に
は
時
折
、
先
輩
の
偉
業
を
話
す

と
と
も
に
、
こ
の
後
に
続
け
と
励
ま

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
多
く
の
学
生

が
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
な
ど
で
優
秀
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
実
習
や
講
義
に
追

わ
れ
る
中
、
学
生
は
努
力
し
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
に
向
か
っ
て
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。
本
校
学
生
の
無
限
の
可

能
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
本
県
農
業

を
支
え
る
優
秀
な
人
材
の
養
成
と
い

う
本
校
の
使
命
の
重
要
性
を
改
め
て

考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
農

大
の
運
営
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

農
学
科
の
卒
業
論
文
発
表
会
を
令

和
３
年
12
月
16
日
（
木
）
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

11
月
に
開
催
し
た
意
見
発
表
会
同

様
、「
３
密
状
態
の
回
避
」
の
た
め
に
、

大
講
義
室
に
２
年
生
、
教
室
棟
第
１
、

第
２
教
室
に
１
年
生
と
３
つ
の
会
場

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
繋
い
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
学
科
で
は
、
２
年
生
全
員
が
１

人
１
課
題
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
自

ら
が
農
業
を
学
ぶ
中
、
ま
た
専
攻
実

習
に
取
り
組
む
中
で
感
じ
た
疑
問
点

や
改
善
点
を
課
題
と
し
、
様
々
な
試

験
を
行
い
な
が
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
科
学
的
に
検
証
し
、
卒
業
論
文
と

し
て
ま
と
め
ま
す
。
卒
業
論
文
発
表

会
は
そ
の
成
果
を
専
攻
毎
に
選
抜
さ

れ
た
２
年
生
９
名
（
昨
年
度
に
引
き

続
き
養
豚
・
養
鶏
専
攻
か
ら
２
名
）

が
10
分
間
の
発
表
を
行
う
も
の
で
、

自
分
の
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
を

全
学
生
の
前
で
発
表
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

　

発
表
会
当
日
は
、
い
ず
れ
の
発
表

者
も
専
攻
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
は
、
堤

校
長
始
め
４
名
の
審
査
員
が
「
発
表

内
容
」、「
発
表
方
法
及
び
態
度
」、「
質

疑
に
対
す
る
応
答
」
の
各
審
査
項
目

に
基
づ
い
て
実
施
し
、
最
優
秀
賞
１

名
と
優
秀
賞
２
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

最
優
秀
賞

　

加
藤　

大
季
（
作
物
専
攻
）

「
水
稲
不
耕
起
Ｖ
溝
直
播
栽
培
に
お
け

る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
活
用
」

優
秀
賞

　

鈴
木　

淳
也
（
切
花
専
攻
）

農業大学校同窓会名簿
の購入御案内

平成２６年１１月に同窓生名簿を発行しました。御購入を
希望される方は、同窓会事務局へお問い合わせください。

名簿頒価：１冊３，０００円（消費税、送料込）
恐れ入りますが振込手数料はご負担下さい。

同窓会事務局　☎ 0564-51-1602

「
ヒ
マ
ワ
リ
の
セ
ル
ト
レ
ー
栽
培
の
検

討
」

優
秀
賞

　

澤
田　

実
季
（
酪
農
専
攻
）

「
外
部
乳
頭
シ
ー
ル
使
用
に
よ
る
乾
乳

期
の
乳
房
炎
対
策
」

　

審
査
委
員
長
で
あ
る
堤
校
長
は
講

評
の
中
で
、「
限
ら
れ
た
期
間
や
条
件

の
中
で
の
取
り
組
み
に
苦
労
し
た
と

思
う
が
、
ど
れ
も
レ
ベ
ル
の
高
く
内

容
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
発
表
で
あ
っ

た
。」
と
本
人
や
専
攻
の
関
係
者
を
労

い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
加
藤
君
は
「
東
海
・

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
大
学
校
学
生
研

究
及
び
意
見
発
表
会
」
に
本
校
代
表

と
し
て
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
、
み
ご

と
優
秀
賞
（
３
席
）
に
輝
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
全
国
農
業
大
学
校
等
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
・
意
見
発
表
会
」

に
も
参
加
し
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

令
和
四
年
度

役
員
名
簿

東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

同
窓
会
長
会
議

農
学
科
の
令
和
３
年
度
卒
業
論

文
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

東海・近畿ブロック大会にリモートで参加する加藤君

左から鈴木君、加藤君、堤校長、澤田さん

大講義室で発表を聞く２年生
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１　

概
況

　

令
和
４
年
度
の
教
育
部
農
学
科

の
学
生
数
は
１
、２
年
生
あ
わ
せ
て

1
５
５
名
で
、
そ
の
う
ち
女
子
は
48

名
で
31
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

専
攻
別
学
生
数
は
表
１
に
示
し
た

と
お
り
で
、
野
菜
の
２
専
攻
と
果
樹

専
攻
の
学
生
数
が
多
い
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
２
専
攻
（
酪

農
専
攻
、
養
豚
・
養
鶏
専
攻
）
は
女

子
学
生
の
割
合
が
54
％
と
高
く
、
女

子
の
人
気
が
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
企
画
研
修
部
で
は
、
Ｕ
タ
ー

ン
や
他
分
野
か
ら
の
新
規
就
農
、
離

職
者
等
再
就
職
訓
練
を
支
援
す
る
長

期
間
の
就
農
支
援
研
修
を
３
つ
開
講

し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
３
研

修
で
計
63
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
事
業
所
職
員
が
施
設
の

栽
培
ほ
場
を
運
営
す
る
の
に
必
要
な

基
礎
知
識
及
び
技
術
を
修
得
す
る
と

と
も
に
、
農
作
業
を
行
う
作
業
者
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
手
法
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
農
福
連

携
支
援
研
修
を
開
講
し
、
16
名
が
受

講
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
農
学

科
の
若
い
学
生
か
ら
社
会
人
経
験
の

あ
る
研
修
生
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層

の
人
々
が
学
ん
で
い
ま
す
。

２　

農
学
科
の
入
学
状
況

　

本
校
で
は
、
意
欲
の
高
い
学
生
を

確
保
す
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
や
緑
の
学
園
研
修
、
農
業
改
良

普
及
課
を
通
じ
た
県
内
各
Ｊ
Ａ
広
報

誌
へ
の
学
生
募
集
の
掲
載
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
取
組
の

結
果
、
本
年
度
は
、
定
数
１
０
０
名

に
対
し
98
名
の
受
験
者
が
あ
り
、
試

験
の
結
果
、
76
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

う
ち
、
専
業
及
び
兼
業
農
家
子
弟
の

学
生
は
18
名
で
入
学
者
全
体
の
24
％
、

非
農
家
出
身
者
は
76
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
女
子
学
生
は
25
名

（
33
％
）
で
、
県
内
農
業
高
校
出
身
者

は
33
名（
43
％
）で
し
た
。（
表
２
参
照
）

３　

農
学
科
卒
業
生
の
進
路
状
況

　

本
校
で
は
、
1
年
生
の
う
ち
か
ら

進
路
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
て
、
進

路
の
方
向
付
け
や
就
職
活
動
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
農

学
科
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
表
３
の

と
お
り
で
す
。
１
０
１
名
の
卒
業
生

の
う
ち
、
親
元
や
農
業
法
人
な
ど
就

農
し
た
者
は
、
就
職
、
研
修
、
進
学

後
予
定
者
を
含
め
る
と
49
名
で
全
体

の
49
％
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
就

職
し
た
卒
業
生
の
多
く
は
、
農
業
関

連
企
業
や
団
体
に
就
職
し
ま
し
た
。

な
お
、
進
学
者
は
７
名
と
多
く
、
国

立
大
学
へ
の
編
入
試
験
は
２
名
が
合

格
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
職
業
安
定
法
に
基
づ
く

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」を
実
施
し
て
、

多
く
の
農
業
法
人
等
か
ら
求
人
を
い

た
だ
き
、
学
生
の
就
農
等
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の

求
人
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

農
学
科
各
グ
ル
ー
プ
の
近
況

【
花
き
グ
ル
ー
プ
】

（
鉢
物
・
緑
花
木
専
攻
）

　

ガ
ラ
ス
温
室
や
遮
光
ハ
ウ
ス
な
ど

約
１
６
０
０
㎡
の
施
設
と
３
０
０
㎡
の

露
地
ほ
場
を
利
用
し
て
、
鉢
花
、
観

葉
植
物
、
洋
ラ
ン
、
緑
花
木
、
花
壇

苗
等
２
０
０
種
類
以
上
の
品
目
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
在
籍
者
９
名
（
２

年
生
６
名
、
１
年
生
３
名
）
の
う
ち

専
業
農
家
出
身
者
は
１
名
で
、
普
通

科
高
校
卒
業
者
も
多
く
い
ま
す
。

　

専
攻
実
習
で
は
、
１
年
生
の
６
月

に
「
鉢
花
、
観
葉
植
物
、
洋
ラ
ン
、

緑
花
木
」
の
４
つ
の
部
門
に
分
か
れ
、

学
生
の
「
新
た
な
品
目
や
技
術
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
や
発

想
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

実
習
作
業
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ー
マ

と
し
て
、「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
射
に
よ
る
生
育
の
違
い
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
学
生
そ
れ

ぞ
れ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生

か
し
、
品
質

向
上
や
低
コ

ス
ト
化
、
省

力
化
な
ど
農

業
経
営
の
改

善
に
繋
が
る

よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

（
切
花
専
攻
）

　

約
１
５
０
０
㎡
の
温
室
と
２
０
０

㎡
の
露
地
ほ
場
で
キ
ク
、バ
ラ
、ス
ト
ッ

ク
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
主
体
に
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
、ケ
イ
ト
ウ
、ベ
ニ
バ
ナ
、ガ
ー

ベ
ラ
な
ど
、
10
種
類
以
上
の
植
物
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
在
籍
者
13
名
（
２
年
生

５
名
、
１
年
生
８
名
）
の
う
ち
、
専

業
農
家
の
子
弟
は
３
名
い
ま
す
。
１

年
生
は
、
８
月
ま
で
に
全
て
の
品
目

の
基
礎
的
な
栽
培
管
理
を
学
び
、
９

月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬
ま
で
の
農
家

派
遣
実
習
で
鍛
え
ら
れ
、
よ
り
逞
し

く
な
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。
派
遣
実

習
後
に
、
キ
ク
、
バ
ラ
、
洋
花
の
３

部
門
に
分
か
れ
て
、
２
年
生
の
秋
ま

で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

実
習
で
毎
朝
収
穫
し
た
切
花
は
、

週
２
回
（
月
、
金
曜
日
）、
市
内
の
花

き
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
週
水
曜
日
に
実
施
す
る
実
習
販
売

で
は
、
切
花
加
工
演
習
で
習
得
し
た

技
術
を
生
か
し
て
自
分
た
ち
で
作
っ

た
多
品
目
を

組
み
合
わ
せ

た
花
束
も
販

売
し
て
お
り
、

お
客
さ
ん
の

反
応
を
楽
し

み
に
し
な
が

ら
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
野
菜
グ
ル
ー
プ
】

（
露
地
野
菜
専
攻
）

　

露
地
野
菜
専
攻
に
は
、
１
年
生
15

名
、
２
年
生
14
名
の
計
29
名
が
在
籍

し
、
露
地
野
菜
と
促
成
イ
チ
ゴ
の
技

能
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
1.5�

ha
の
ほ
場
で
、
冬
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク

サ
イ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
夏
は
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
ス
イ
カ
、
ナ
ス
な
ど
、
県

内
の
主
要
40
品
目
の
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

イ
チ
ゴ
の
高

設
栽
培
に
お

い
て
、
令
和

２
年
度
か
ら

環
境
測
定
装

置
の
「
ア
グ

リ
ロ
グ
」
を

設
置
・
活
用

す
る
と
と
も

農
業
大
学
校
の
近
況

（
人
数
は
入
学
時
点
）

専攻名
鉢物・緑花木

切  花
作  物
果  樹

露地野菜
施設野菜

酪  農
養豚・養鶏

計

卒業年度

就　職
研　修
進　学
その他

計

3
8
6

11
15
14
10
9

76

１年生 ２年生 計

R3
10
23
13
46
44
3
7
1

101

R2
12
17
10
39
34
4
4
8
89

R1
15
18
13
46
37
3
1
3
90

H30
3
25
10
38
45
3
1
6
93

H29
7
32
4
43
43
6
4
6

102

後継者
農業法人

一時就職後就農
就　農　計

就
農

入学者数
女子学生数 農家子弟数

入学年度

(1)
(2)
(1)
(0)
(7)
(3)
(6)
(5)

(25)

6
5
8

14
14
12
11
9

79

(2)
(4)
(0)
(4)
(3)
(0)
(5)
(5)

(23)

9
13
14
25
29
26
21
18

155

(3)
(6)
(1)
(4)

(10)
(3)

(11)
(10)
(48)

割合
35%
39%
33%
28%
33%
24%

34
37
32
29
27
18

割合
28%
26%
25%
27%
29%
33%

27
25
24
28
24
25

96
95
97
104
83
76

H29
H30
H31
R2
R3
R4

表１　令和３年度農学科の専攻別学生数 （単位：人）

( )内は女子の人数で内数

表３　農学科卒業生の進路状況

表２　農学科の入学生数の推移
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に
、
暖
房
機
の
更
新
に
合
わ
せ
て
、

炭
酸
ガ
ス
発
生
機
を
導
入
し
、
昨
年

年
度
か
ら
は
ミ
ス
ト
に
よ
る
湿
度
管

理
を
始
め
る
な
ど
本
格
的
な
環
境
制

御
技
術
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
降
雨
に
対
応
す
る
た

め
、
プ
ラ
ソ
イ
ラ
ー
に
よ
る
深
耕
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
柄
安
定

の
た
め
土
壌
診
断
に
基
づ
く
施
肥
量

の
適
正
化
と
夏
期
の
遊
休
期
間
を
利

用
し
て
緑
肥
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

（
施
設
野
菜
専
攻
）

　

施
設
野
菜
専
攻
に
は
、
１
年
生
14

名
、
２
年
生
12
名
の
計
26
名
が
在
籍

し
、
40
ａ
の
温
室
で
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
、
メ
ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
本
専
攻
で
は
、
現
場
の
実
情
に

対
応
し
て
コ
コ
バ
ッ
ク
栽
培
や
袋
培
地

栽
培
な
ど
の
県
内
で
普
及
し
て
い
る

有
機
培
地
養
液
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

最
近
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
希
望
す
る

農
家
子
弟
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

令
和
２
年
度
か
ら
温
室
に
環
境
測
定

機
器
の
「
プ
ロ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
炭
酸
ガ
ス
発
生

装
置
と
高
圧
ミ
ス
ト
装
置
を
設
置
し
、

本
格
的
な
環
境
制
御
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
温
室
が
令

和
２
年
２
月
に
完
成
し
ま
し
た
。「
プ

ロ
フ
ァ
ー
ム
」
を
核
と
し
た
統
合
環
境

制
御
シ
ス
テ
ム
を
完
備
し
、
昨
年
８

月
か
ら
本
格
的
な
運
用
体
制
が
整
い
、

10
ａ
当
た
り
年
間
収
量
35
ｔ
を
目
指

し
た
学
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
新
の
温
室
を
前

に
学
生
の
士
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
作
物
・
果
樹
グ
ル
ー
プ
】

（
作
物
専
攻
）

　

14
名
の
学
生
（
農
家
子
弟
は
９
名
）

で
、
１
ha
の
大
区
画
水
田
を
は
じ
め

大
小
９
区
画
、
計
3.3�

ha
の
水
田
で
、

大
型
機
械
を
利
用
し
て
水
稲
、
小
麦
、

大
豆
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
水
稲
栽
培
に
関
す
る
基

本
知
識
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
実

習
を
進
め
、
２
年
生
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
に
取
り
組
み
、
卒
論
と
し
て

ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２

年
生
に
な
る
と
各
学
生
に
ほ
場
を
割

り
当
て
、
担
当
学
生
が
責
任
を
持
っ

て
ほ
場
の
作
業
や
栽
培
管
理
、
生
育

調
査
等
を
行
う
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ン
ゲ
す
き
込
み
に
よ
る
無
化
学

肥
料
栽
培
や
酒
米
、
飼
料
用
稲
の
栽

培
法
の
検
討
、
さ
ら
に
は
環
境
に
配

慮
し
た
低
投
入
持
続
型
栽
培
の
検
討

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
、

高
生
産
性
及
び
付
加
価
値
の
高
い
技

術
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近

年
は
農
機

メ
ー
カ
ー
の

協
力
も
得
て

営
農
支
援

シ
ス
テ
ム
の

活
用
な
ど
ス

マ
ー
ト
農
業

の
学
習
に
も

力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

（
果
樹
専
攻
）

　

本
年
度
は
、
１
年
生
11
名
と
２
年

生
14
名
の
計
25
名
の
学
生
で
、
2.2�

ha

の
露
地
ほ
場
に
お
い
て
ブ
ド
ウ
、ナ
シ
、

モ
モ
、
カ
キ
な
ど
県
内
主
要
品
目
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、イ
チ
ジ
ク
、

ミ
カ
ン
、
ブ
ド
ウ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
も
行

わ
れ
て
お
り
、
県
内
の
果
樹
営
農
類

型
の
多
く
を
学
生
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

多
様
な
樹
種
と
栽
培
方
式
の
た
め
、

開
花
期
か
ら
収
穫
前
の
７
月
ま
で
は

摘
果
や
袋
掛
け
、
ホ
ル
モ
ン
処
理
な

ど
管
理
作
業
の
た
め
学
生
た
ち
は
多

忙
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
す
。
７
月
に

入
る
と
順
次

収
穫
が
始
ま

り
ま
す
が
、

い
ず
れ
の
果

実
も
実
習
販

売
で
は
人
気

商
品
で
、
買

い
求
め
る
お

客
様
の
列
が

絶
え
ま
せ
ん
。

　

学
生
は
、
入
学
当
初
は
数
多
く
の

樹
種
の
基
本
的
な
技
術
を
学
び
ま
す

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
は
テ
ー
マ

を
決
め
て
よ
り
専
門
的
な
知
識
・
技

術
を
習
得
し
ま
す
。
本
年
度
の
テ
ー

マ
と
し
て
、「
ブ
ド
ウ
の
着
粒
数
の
違

い
が
着
色
や
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
」、

「
ナ
シ
の
葉
果
比
の
違
い
が
果
実
品
質

に
及
ぼ
す
影
響
」
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
畜
産
グ
ル
ー
プ
】

（
酪
農
専
攻
）

　

乳
用
牛
約
25
頭
、
肉
用
牛
約
25
頭
、

育
成
牛
約
20
頭
の
計
70
頭
前
後
の
牛

を
１
年
生
10
名
と
２
年
生
11
名
の
学

生
が
飼
養
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

約
4.5�

ha
の
圃
場
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

牧
草
な
ど
自
給
飼
料
生
産
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

学
生
の
多
く
は
非
農
家
出
身
で
、

本
校
に
入
学
し
て
初
め
て
牛
に
触
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
１
年
生
も
、

２
年
生
や
専
攻
の
先
生
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
飼
養
管
理
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
き
、
夏
休
み
前
に
は
し
っ
か
り

と
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

生
き
物
の
世
話
、
特
に
搾
乳
作
業

は
、
年
間
を
通
し
て
休
み
な
く
毎
日

の
当
番
制
で

回
し
て
い
く

た
め
、
実
習

時
間
数
は
全

専
攻
の
中
で

も
突
出
し
て

い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
学

生
た
ち
は
、

自
分
た
ち
で

名
付
け
た
牛
た
ち
を
名
前
で
呼
び
か

け
な
が
ら
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
飼
養
し
、

ど
の
農
場
よ
り
も
人
懐
っ
こ
い
牛
群

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
換
気
扇
の
増
設
に
加
え
、

今
年
は
牛
床
ベ
ッ
ド
の
拡
大
な
ど
、

牛
が
よ
り
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
意
識
し
た

飼
養
管
理
を
実
践
し
、
教
育
へ
の
波

及
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
養
豚
・
養
鶏
専
攻
）

　

養
豚
コ
ー
ス
で
は
１
年
生
４
名
、
２

年
生
４
名
の
計
８
名
が
在
籍
し
、
交

配
か
ら
分
娩
、
育
成
、
肥
育
、
出
荷

に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
飼
養
管
理
の

知
識
と
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。
毎

年
、
派
遣
実
習
を
終
え
た
１
年
生
の

各
学
生
は
、
担
当
す
る
母
豚
を
決
め
、

繁
殖
成
績
、
肥
育
成
績
な
ど
を
競

い
合
う
こ
と
で
、
責
任
感
を
持
っ
て

飼
養
管
理
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　

養
鶏
コ
ー
ス
で
は
１
年
生
５
名
、

２
年
生
５
名
の
計
９
名
が
在
籍
し
、

ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス
鶏
舎
、
開
放
鶏
舎

で
、
白
玉
・
赤
玉
鶏
、
卵
用
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
、
岡
崎
お
う
は
ん
等
を
合

計
約
２
５
０
０
羽
飼
育
し
、
採
卵
鶏

の
飼
養
管
理
技
術
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。新
た
に
入
っ
て
き
た
１
年
生
は
、

５
月
に
は
ひ
な
が
１
２
０
０
羽
入
す

う
し
、
ひ
な
の
飼
養
管
理
技
術
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

毎
週
水
曜
日
に
行
わ
れ
る
実
習
販
売

で
、
学
生
が
お
客
様
に
直
接
、
鶏
卵

を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
接
客
や

直
販
で
の
売
り
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。
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茶
道
具
展
示
や
各
専
攻
の
紹
介
パ
ネ

ル
、
成
果
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
回
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
は
66
名
の
参
加
が
あ
り
盛
況

で
し
た
。
そ
し
て
11
時
か
ら
教
室
棟
南

で
軽
音
楽
部
が
ラ
イ
ブ
演
奏
し
、
学
生

も
集
ま
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
さ
れ
る

中
、
学
生
た
ち
も
元
気
に
な
る
場
が

で
き
、
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
大
祭
２
０
２
２
に
つ
い
て

　

今
年
も
12
月
３
日
（
土
）
に
「
や

り
た
い
こ
と
を
全
力
で　

～
笑
顔
満

点�

農
大
祭
～
」
を
テ
ー
マ
に
農
大

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
農
産
物
の
販
売
等
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
愛
知
県
の
農
業
の
魅
力
と
大
切

さ
を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
県
民
の

皆
様
に
農
業
大
学
校
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
の
農
大
祭
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
今
後
の
状

況
を
見
な
が
ら
に
な
り
ま
す
が
、
３

年
ぶ
り
に
各
種
バ
ザ
ー
の
開
催
も
計

画
し
て
い
ま
す
！

　

同
窓
生
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
お
越
し

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
大
祭
の
開
催
準
備
状
況
は
農
業

大
学
校
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
案
内
し
て
い
き

ま
す
。

農
大
祭
２
０
２
２
へ
の
協
力
に
つ
い
て

　

農
大
祭
実
校
委
員
会
で
は
、
同
窓

会
会
員
の
皆
様
か
ら
協
力
金
を
募
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
協
力
金
の
金
額

　

１
口　

１
，
０
０
０
円

　
（
一
口
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。）

●
振
込
先

　

金
融
機
関　

�

あ
い
ち
三
河
農
業
協

同
組
合　

美
合
支
店

　

口
座
名
義　

農
大
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

鷹
羽　

靖
夫

　

口
座
番
号　

普
通

　
　
　
　
　
　

０
０
３
６
０
８
３

●
払
込
期
限

　

令
和
4
年
11
月
10
日
（
木
）

※
振
込
で
ご
協
力
を
い
た
だ
く
場
合

は
、
各
金
融
機
関
の
振
込
用
紙
を
御

利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
御
氏
名

の
前
に「
同
窓
会　

ド
ウ
ソ
ウ
カ
イ
」

と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
込
手
数
料
に
つ
い
て
も

御
負
担
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

農
大
祭
２
０
２
１
を
開
催

　

令
和
３
年
12
月
４
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
で
、「
ド
派
手

に
い
こ
う
ぜ
‼
農
大
祭　

～
す
べ
て

の
命
に
感
謝
を
こ
め
て
～
」
を
テ
ー

マ
に
「
農
大
祭
２
０
２
１
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
食

品
バ
ザ
ー
等
飲
食
を
伴
う
催
事
は
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
産
物

の
販
売
を
中
心
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

開
場
時
間
と
と
も
に
、
多
く
の

来
場
者
が
お
見
え
に
な
り
、
約

１
４
０
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
も
体
育
館
は
鉢
物
・
緑
花
木

専
攻
の
シ
ク
ラ
メ
ン
や
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム

等
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
は
、
切
花
専
攻
の
洋
花
セ
ッ
ト
、

露
地
野
菜
専
攻
の
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ

ツ
、焼
き
芋
、果
樹
専
攻
の
ジ
ャ
ム
類
、

作
物
専
攻
の
米
や
餅
、
養
豚
養
鶏
専

攻
の
卵
、
プ
リ
ン
、
手
作
り
の
わ
ら

細
工
な
ど
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん

が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
専
攻
の
農
畜
産
物
の
お

得
セ
ッ
ト
も
初
め
て
販
売
し
ま
し
た
。

後
援
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
学
生
の
保

護
者
が
収
穫
し
た
野
菜
や
果
物
な
ど

を
、
隣
の
ブ
ー
ス
で
は
岡
崎
市
な
ど

協
賛
団
体
等
が
農
産
物
や
加
工
品
、

お
菓
子
な
ど
を
販
売
し
大
好
評
で
し

た
。
中
央
教
育
棟
で
は
、
茶
道
部
の

酪農専攻の銀杏販売

露地野菜専攻販売

鉢物・緑化木専攻販売

軽音楽部のライブ♬

会場風景

農大祭を先頭に立って準備した学生会メンバー
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令
和
4
年
6
月
４
日
（
土
）、
18

日
（
土
）、
7
月
26
日
（
火
）、
8
月

2
日
（
火
）、
23
日
（
火
）
に
、
農

業
大
学
校
へ
の
入
学
に
関
心
の
あ
る

方
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
２
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

各
回
と
も
定
員
60
名
で
事
前
予
約

制
と
し
て
開
催
し
、
５
回
の
開
催
に

延
べ
１
６
６
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
講
義
室
で
農
大
の

特
色
、
入
試
に
関
す
る
情
報
、
就
職

先
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
広
大
な
敷
地
に
あ

る
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。そ
の
際
、

学
生
も
同
行
し
て
ほ
場
の
説
明
や
、

参
加
者
に
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

農
大
生
が
作
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

巨
峰
を
試
食
し
た
後
に
在
校
生
と
の

交
流
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
出
さ
れ

た
専
攻
実
習
、寮
生
活
、ク
ラ
ブ
活
動
、

農
家
派
遣
実
習
等
の
質
問
に
学
生
は

積
極
的
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
・
８
月
に
開
催
し
た
３

つ
の
回
で
は
、
希
望
者
を
対
象
に
寮

の
食
事
を
食
べ
て
も
ら
い
、
農
大
生

の
生
活
も
少
し
で
す
が
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
学
生
か
ら
た

く
さ
ん
話
し
か
け
て
も
ら
い
楽
し

か
っ
た
」、「
学
生
生
活
の
充
実
感
が

伝
わ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
方
に
農
大
に
入
学
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
し
て
農
大
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
東
海
近
畿
地
区
農

業
大
学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

令
和
４
年
５
月
26
・
27
日
に
岡
崎
中

央
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
で
の
開
催
は
９
年
ぶ
り
と
な
り

ま
す
。

　

例
年
は
東
海
近
畿
の
９
府
県
の
参

加
で
開
催
さ
れ
る
大
会
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

三
重
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
の
６
府
県
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
武
山
学
生
会
会
長
、

鷹
羽
校
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、
選
手
宣

誓
の
後
、
６
つ
の
各
競
技
会
場
に
分

か
れ
て
２
日
間
に
わ
た
る
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
は
、野
球
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
に
出
場
し
ま
し
た
。
出
場

し
た
学
生
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
多
く
の
種
目
で

好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

た
学
生
も
主
催
県
と
し
て
「
お
も
て

な
し
の
心
」
を
持
っ
て
、
大
会
の
円

滑
な
運
営
を
力
強
く
支
え
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
に
は
久
方
ぶ
り
の
他
府

県
農
大
学
生
と
の
直
接
の
交
流
の
機

会
と
な
り
、
会
場
各
所
で
交
流
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
令
和
５
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
２
を
開
催

東
海
近
畿
地
区
農
業
大
学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
愛
知
大
会

キャンパスツアー在校生との交流

バレー部

出場選手

学生スタッフ 野球部
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研
修
」
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
に
関
す
る
研
修
は
、
免

許
や
資
格
取
得
に
直
結
す
る
た
め
ど

の
研
修
も
人
気
が
高
く
、
申
し
込
み

が
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
研
修
も
あ

り
ま
す
。
農
業
機
械
は
正
し
く
取
り

扱
わ
な
い
と
事
故
に
繋
が
る
危
険
が

高
ま
る
た
め
、
運
転
技
能
の
向
上
と

合
わ
せ
て
農
作
業
安
全
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。

【
３ 

農
業
理
解
研
修
】

　

県
民
が
、
愛
知
県
の
農
業
や
食
料

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得
て
、
農

業
・
農
村
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
た
め
の
研
修
で
す
。

　
「
県
民
公
開
講
座
」
は
、
広
く
一
般

の
方
を
対
象
に
、
家
庭
で
栽
培
す
る

カ
キ
や
ウ
メ
等
の
身
近
な
果
樹
の
剪

定
方
法
を
学
ん
で
も
ら
う
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

　
「
農
業
ふ
れ
あ
い
研
修
」
は
、
小
学

校
教
諭
を
対
象
に
、
野
菜
づ
く
り
の

基
礎
知
識
を
習
得
し
て
授
業
に
役
立

て
て
も
ら
う
研
修
や
、
園
児
や
小
学

生
等
が
農
業
に
親
し
み
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
農
大
の
生
産
施
設

見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
福
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
福
祉
事
業
所
職
員
を
対
象
と
し

た
農
産
物
の
栽
培
技
術
習
得
を
目
的

に
「
農
福
連
携
支
援
研
修
」
を
令
和

２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
研
修
部
で
は
、
新
規
就
農
希

望
者
向
け
の
研
修
や
、
農
業
者
が
社

会
情
勢
の
変
化
と
進
歩
す
る
農
業
技

術
に
対
応
す
る
た
め
の
研
修
、
一
般

県
民
が
愛
知
県
の
農
業
を
理
解
す
る

た
め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
研
修
の

定
員
総
数
は
約
２
４
０
０
名
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
行

動
制
限
を
鑑
み
な
が
ら
研
修
に
よ
っ

て
は
定
員
を
増
や
し
た
り
、
リ
モ
ー

ト
の
併
用
を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
１ 

農
業
者
生
涯
教
育
研
修
】

　

農
業
を
担
う
べ
き
者
を
対
象
に
、

農
業
者
の
発
展
段
階
に
合
わ
せ
た
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇�

担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し
た
長

期
研
修

　

農
業
所
得
２
５
０
万
円
以
上
を
目

標
と
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
や
農
外

か
ら
の
新
規
参
入
者
を
対
象
と
し
た

「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
研
修
」、
非
農

家
等
こ
れ
ま
で
農
業
以
外
の
仕
事
に

就
い
て
こ
ら
れ
た
方
が
新
し
く
農
業

こ
の
う
ち
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
修
に
つ
い
て
は

２
回
開
催
し
、
こ
の
う
ち
１
回
は
実

際
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
導
入
し
た
農
業
者
の

作
業
場
等
に
お
け
る
現
地
研
修
を
開

催
し
て
お
り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

【
２ 

農
業
機
械
研
修
】

　

農
業
機
械
研
修
は
、
農
業
を
担
う

べ
き
者
を
対
象
に
、
農
業
機
械
に
関

す
る
知
識
・
技
術
習
得
を
目
的
と
し

た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

免
許
が
取
得
で
き
る
「
大
特
免

許
研
修
」、「
け
ん
引
免
許
研
修
」
の

他
、「
小
型
車
両
系
建
設
機
械
研
修
」、

「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
研
修
」、「
刈
払
機

を
始
め
る
た
め
の
「
農
業
者
育
成
支

援
研
修
」、
離
職
者
の
公
共
職
業
訓
練

に
位
置
づ
け
ら
れ
岡
崎
高
等
技
術
専

門
校
の
「
愛
知
県
雇
用
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
対
策
訓
練
農
業
技
術
研
修
科
」

と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
農
業
技
術

研
修
」
が
あ
り
ま
す
。

〇�

農
業
者
を
対
象
と
し
た
経
営
発
展

段
階
に
応
じ
た
研
修

　

農
業
者
が
必
要
と
す
る
知
識
や
新

技
術
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
習
得
す
る

「
経
営
管
理
研
修
」、「
生
産
高
度
化
研

修
」、「
農
産
物
利
活
用
研
修
（
６
次

産
業
化
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
を
発
展
さ
せ
た
い
農

業
者
が
営
農
し
な
が
ら
体
系
的
に
経

営
を
学
べ
る
場
と
し
て
「
愛
知
農
業

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
塾
」
や
、
経
営
改

善
効
果
が
期
待
で
き
る
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
研

修
」、
女
性
農
業
者
の
活
躍
を
促
進
す

る
た
め
の
「
女
性
農
業
者
支
援
研
修
」

を
開
講
し
、
本
県
農
業
を
牽
引
す
る

優
れ
た
経
営
感
覚
を
備
え
た
農
業
者

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

農業者育成支援研修

農業ふれあい研修

GAP研修（現地）

生産高度化研修

農業機械研修（フォークリフト）

企
画
研
修
部
の
各
種
研
修
紹
介

20

15

30

160

880

20

50

300

20

164

24

12

56

52

24

50

485

15

2,377

―

―

―

4

10

1

2

5

―

9

2

1

2

2

1

1

―

―

―

ニューファーマーズ

農業者育成支援

農業技術

経営管理

生産高度化

農産物利活用

ＧＡＰ

女性農業者支援

愛知農業次世代リーダー塾

大特免許

けん引免許

トラクター作業

フォークリフト

小型車両系建設機械

刈払機

県民公開講座

農業ふれあい

農福連携支援

定員回数研修名

合計

農
業
者
生
涯
教
育

農
業
機
械

農
業
理
解

令和４年度に企画研修部が実施する各種研修一覧
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本
校
で
は
、「
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸

賞
論
文
・
作
文
」
の
作
文
の
部
に
、

毎
年
１
年
生
が
、
積
極
的
に
応
募
し

て
お
り
、
折
々
で
優
秀
な
成
績
を
残

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
論
文
の

部
に
初
め
て
、
養
豚
専
攻
２
年
生
の

中
村
綾
乃
さ
ん
が
応
募
し
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
昨
年
度
、「
作
文

の
部
」
で
銅
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、

今
回
は
、『
外
国
産
に
負
け
な
い
国

産
豚
肉
を
目
指
し
て
～
お
腹
だ
け
で

は
な
く
心
ま
で
満
た
せ
る
養
豚
の
た

め
に
～
』
と
題
し
て
、
和
食
や
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
独

自
の
視
点
で
の
内
容
で
論
述
し
て
い

ま
す
。

　
「
論
文
の
部
」
は
、「
作
文
の
部
」

が
農
業
大
学
校
・
農
業
短
期
大
学
学

生
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
大
学
・
大
学
院
な
ど
も
対
象

に
し
て
お
り
、
応
募
点
数
も
「
作
文

の
部
」
４
７
８
点
に
比
べ
40
点
と
少

な
い
な
ど
、
応
募
す
る
こ
と
自
体
が

難
し
い
部
門
で
す
。

　

令
和
４
年
１
月
21
日(

金)

、
第

32
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
・
作
文
入

選
発
表
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、「
論
文
の
部
」
で
入
選
し
た
13

点
の
う
ち
、
４
年
制
大
学
が
11
点
を

占
め
、
上
位
入
賞
は
困
難
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
、
中
村

さ
ん
が
頂
点
と
な
る
「
大
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
か
ら
「
国
際
化
の
中

で
の
国
産
豚
肉
の
意
義
や
、
箸
と
い

う
食
文
化
、
消
費
者
の
嗜
好
、
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
と
い
う
環
境
面
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
養
豚
を
捉
え
た
こ
と

が
、
ま
さ
に
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
食
農
産
業
」
に
結
び
つ
い
て
い

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
」
と
講
評
が

あ
り
、
本
人
も
、「
夢
の
よ
う
で
す
。

周
り
の
方
に
助
け
で
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」
と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
14
日
に
は
、
県
庁
を

訪
問
し
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
村
さ
ん
か
ら
受
賞
し

た
盾
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
論
文

を
作
成
す
る
に
至
っ
た
動
機
、
国
内

養
豚
業
に
対
す
る
真
摯
な
想
い
を
説

明
し
ま
し
た
。
中
根
局
長
か
ら
は
、

「
国
産
豚
肉
の
良
さ
を
改
め
て
認
識

で
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
養
豚
関
係

の
仕
事
に
就
か
れ
る
と
の
こ
と
、
是

非
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
励

ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
教
育
方
針
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
と
と
も
に
学
生
の
社
会
活
動
へ
の

参
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
１
年
10

月
28
日
（
木
）
に
、
相
互
の
持
つ
資
源

や
人
材
を
活
用
し
て
地
域
農
業
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
元
岡
崎

市
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
は
、
中
根
岡
崎
市
長
と
堤

校
長
が
協
定
書
に
署
名
し
た
後
、
学
生

会
鈴
木
結
子
会
長
、
倉
橋
沙
奈
副
会

長
、
橋
本
真
優
書
記
の
３
人
か
ら
本
校

の
概
要
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
農
大
生
が
生
産
し
た
農
畜
産
物
を

市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

中
根
市
長
は
、「
本
校
と
の
連
携

に
よ
り
地
域
農
業
の
振
興
や
担
い
手

育
成
が
お
互
い
に
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
学
生
ら
し
い

柔
軟
な
発
想
が
岡
崎
市
の
中
で
活
か

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

第
32
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
の
部
で
大
賞
受
賞

岡
崎
市
と
連
携
協
定
締
結

農
大
発
Ｓ
Ｎ
Ｓ

オンライン発表会の様子

中根局長へのあいさつ

協定書の交換

中根市長へ学生会役員（当時）から
農畜産物の贈呈

学生会役員（当時）から農大概要や
連携について発表

中根市長と堤校長（当時）による
協定書署名
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令
和
４
年
３
月
７
日
（
月
）
に
挙

行
し
、
教
育
部
農
学
科
１
０
１
名
が

本
校
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
時

間
短
縮
、
来
賓
の
縮
小
、
換
気
、
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
の
対
策
を
行
い
式

典
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
場

へ
の
入
場
を
御
遠
慮
い
た
だ
い
た
保

護
者
に
向
け
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
専
攻
実
習
や
農
家
派
遣

実
習
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
、
体
育

祭
、
農
大
祭
、
学
生
寮
で
の
生
活
な

ど
、
２
年
間
の
農
大
で
の
生
活
の

様
々
な
思
い
出
を
胸
に
卒
業
式
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

　

式
典
で

は
、
卒
業

生
全
員
の

名
前
を
呼

名
し
、
堤

校
長
か
ら

総
代
の
橋

本
真
優
さ

ん
に
、
卒

業
証
書
が

授
与
さ

れ
、
そ
の

後
、
優
秀

者
等
17
名

に
県
知
事

賞
な
ど
の

表
彰
を
行

い
ま
し

た
。
校
長

式
辞
に
続

い
て
、
柴

田
同
窓
会
長
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
に
は
、
本
校
で
学
ん
だ
知

識
、
技
能
、
経
験
を
活
か
し
、
新
た

な
環
境
で
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

優
秀
賞

［
愛
知
県
知
事
賞
］

　

橋
本　

真
優�

教
育
部
農
学
科

�

施
設
野
菜
専
攻

［
大
学
校
長
賞
］

　

河
合
あ
い
ら�
教
育
部
農
学
科

�

施
設
野
菜
専
攻

　

永
井　

さ
え�

教
育
部
農
学
科

�

露
地
野
菜
専
攻

　

竹
内　

規
人�

教
育
部
農
学
科

�

果
樹
専
攻

　

吉
村　

颯
季�

教
育
部
農
学
科

�

果
樹
専
攻

精
励
賞

［
大
学
校
長
賞
］

　

大
久
保
竣
平�

教
育
部
農
学
科

�

鉢
物･

緑
花
木
専
攻

　

太
田　

隼
也�

教
育
部
農
学
科

�

切
花
専
攻

　

清
水　

陽
大�

教
育
部
農
学
科

�

作
物
専
攻

　

前
田　

一
樹�

教
育
部
農
学
科

�

果
樹
専
攻

　

坂
上
竜
太
郎�

教
育
部
農
学
科

�

露
地
野
菜
専
攻

　

中
西　
　

駿�

教
育
部
農
学
科

�

施
設
野
菜
専
攻

　

中
島　

寛
己�

教
育
部
農
学
科

�

酪
農
専
攻

　

國　
　

海
己�

教
育
部
農
学
科

�

養
豚･

養
鶏
専
攻

特
別
賞

［
大
学
校
長
賞
］

　

中
村　

彩
乃�

教
育
部
農
学
科

�

養
豚·

養
鶏
専
攻

　

加
藤　

大
季�

教
育
部
農
学
科

�

作
物
専
攻

全
国
農
業
大
学
校
協
議
会
長
賞

　

鈴
木　

結
子�

教
育
部
農
学
科

�

切
花
専
攻

農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟
会
長
賞

　

山
田　

拓
実�

教
育
部
農
学
科

�

鉢
物･

緑
花
木
専
攻

農
業
大
学
校
の
職
員

（
令
和
四
年
七
月
一
日
現
在　

○
印
は
異
動
の
職
員
）

　

校　

長�

鷹
羽　

靖
夫

　

副
校
長�
石
橋　

良
洋

　

[

管
理
課
］

　

課　

長�

森
脇　

裕
子

〇
主　

幹�

内
藤
る
み
子

　

課
長
補
佐�

石
川　

隆
章

　

主　

任�

大
塚　
　

宙

〇
主　

事�

福
井　

七
海

〇
再
任
用�

朝
倉　

博
義

　

非
常
勤�

山
之
内
明
彦

　

[

教
育
部
］

〇
部　

長�

島
岡　

勝
隆

　

(

学
務
科
）

　

科　

長�

丹
羽　

隆
展

〇
総
括
専
門
員�

浅
野　

将
宏

　

主
任
専
門
員�

近
藤　

靖
之

〇
主　

事�

井
出　

裕
介

　

再
任
用�

磯
貝　
　

勝

　

非
常
勤�

坂
口　

卓
司

　

非
常
勤�

辻　
　

邦
夫

　

非
常
勤�

山
下　
　

篤

　

非
常
勤�

田
口　

延
行

　

非
常
勤�

宇
野　

滋
晃

　

(

農
学
科
）

〇(

兼)

科　

長�

島
岡　

勝
隆

　

科
長
補
佐(

花
き
Ｇ
班
長
）

�

米
倉　
　

悟

　

主
任
専
門
員�

田
中　

良
子

　

主　

任�

真
野　

恭
平

〇
技　

師�

佐
久
真
ひ
ろ
み

　

技　

師�

原　
　

知
明

　

非
常
勤�

鶴
田　

瑞
穂

　

科
長
補
佐(

作
物
果
樹
Ｇ
班
長
）

�

落
合　

敏
弘

　

主
任
専
門
員�

長
崎　

晋
作

　

主　

任�

古
川　
　

恵

　

技　

師�

影
山　

舞
子

　

非
常
勤�

福
岡　

真
穂

　

科
長
補
佐(

野
菜
Ｇ
班
長
）

�

水
野　

英
之

　

主
任
専
門
員�

鬼
頭　

雅
也

　

主
任
専
門
員�

吉
田　

圭
介

　

主　

任�

小
嶋　

博
樹

　

技　

師�

牧　
　

宏
優

〇
再
任
用�

金
沢　

輝
芳

　

科
長
補
佐
（
畜
産
Ｇ
班
長
）

�

川
上　

幸
裕

〇
主
任
専
門
員�

成
瀬　

俊
一

　

技　

師�

春
日
井
大
輝

〇
技　

師�

河
合
奈
菜
子

〇
技　

師�

横
井　

太
志

　

再
任
用�

大
口　

秀
司

　

非
常
勤�

村
田　
　

結

　

[

企
画
研
修
部
］

　

(

兼)

部
長�

石
橋　

良
洋

　

(

就
農
企
画
科
）

〇
科　

長�

池
内　
　

都

　

主
任
専
門
員�

玉
越
千
賀
子

　

専
門
員�

水
野　

睦
実

　

技　

師�

水
野　

秀
美

　

(

担
い
手
研
修
科
）

　

科　

長�

横
井　

信
之

　

主
任
専
門
員�

　

上
野　

栄
子

　

専
門
員�

本
庄　

弘
樹

　

主　

任�

永
井　

丈
万

　

再
任
用�

福
井　

敏
幸

　

再
任
用�

杉
浦　

直
樹

　

非
常
勤�

椙
田　
　

靖

　

非
常
勤�

大
澤　

史
季

　

非
常
勤�

中
村　
　

彰

　

非
常
勤�

中
野　

義
信

令
和
３
年
度 

卒
業
式

卒業式の様子



１　令和３年度  一般会計収支決算
（単位  円）

1,800,000 1,780,000 △20,000 農学科 89名（@20,000円）

会員割20,000円
学生1名500円×89名
振込手数料770円 

会　　費

40,000 544 39,456 　事務用品費

11,000 0 11,000賃　　金

10,000 1,364 8,636 慶弔電報代交 際 費

400,000 400,000 0繰 出 金

2,998,597 1,930,651 1,067,946計

760,000 777,693 △17,693 同窓会報第37号印刷・発送会報発行費

70,000 0 70,000 　表 彰 費

132,880 132,880 0 会員データ年間管理料132,000円
振込手数料 880円

名簿作成基金 200,000円
創立記念基金 200,000円

個人情報
業務委託費

10,000 0 10,000支部活動費

1,198,584 1,198,584 0繰 越 金

0 3,000 3,000 理事会欠席者分戻入戻　　入

0 10,000 10,000 匿名での寄付寄 付 金

2,998,597 2,991,601 △6,996計

72,380 65,270 7,110全国連盟会費

役員会1回 3.1.15
理事会1回 3.2.5開催費
（旅費、昼食代、謝礼等）

120,000 80,898 39,102会 議 費

卒業生記念品
（印鑑、図書カード）
3.3.5

大判プリンタ等購入費

243,000 144,480 98,520記念品費

21,320 0 21,320

事務用切手代

技術部会
活動費　

東海近畿ブロック会議中止
全国連盟総会書面開催90,000 0 90,000旅　　費

1,018,017 327,522 690,495予 備 費

13 17 4
預金利息
3.2.21  6円
3.8.22  11円

雑 収 入

（単位  円）　　収入の部
備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

10 12 2預金利息

3,000 3,000 0 3.10.4  1冊名簿収入
1,453,139 1,453,139 0繰 越 金 前年度より繰越

200,000 200,000 0繰 入 金 一般会計から
3.2.20  6円
3.8.21  6円

20 24 4預金利息 3.2.20  12円
3.8.21  12円

1,656,149 1,656,151 2計

1,656,149 0 1,656,149予 備 費
1,656,149 0 1,656,149計

（単位  円）　　収入の部

　⑴普通預金

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

200,000 200,000 0繰 入 金

前年度より繰越

一般会計から

前年度より繰越
3.2.5  43円

2,679,803 2,679,803 0繰 越 金
2,879,823 2,879,827 4計

（単位  円）　　収入の部
備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

2,879,823 0 2,879,823予 備 費
2,879,823 0 2,879,823計

（単位  円）　　支出の部
備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

（単位  円）　　支出の部
備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

（単位  円）　　支出の部
備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

２　令和３年度  名簿作成基金会計収支決算

令和３年度  会計決算報告

（単位  円）
収 入 総 額

1,656,151

支 出 総 額

0

差 引 残 額

（次年度へ繰越）

1,656,151

備 　 　 考
自令和３.１.１
至令和３.12.31

収 入 総 額

2,991,601

支 出 総 額

1,930,651

差 引 残 額

（次年度へ繰越）

1,060,950

備 　 　 考
自令和３.１.１
至令和３.12.31

2,879,827 0

（次年度へ繰越）

2,879,827 自令和３.１.１至令和３.12.31

３　令和３年度  創立記念基金会計収支決算
（単位  円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備 　 　 考

　⑵定期預金

50 43 △7預金利息
500,625 500,625 0繰 越 金
500,675 500,668 △7計

（単位  円）　　収入の部
備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

500,675 0 500,675予 備 費
500,675 0 500,675計

（単位  円）　　支出の部
備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

500,668 0

（次年度へ繰越）

500,668 自令和３.１.１至令和３.12.31

（単位  円）
収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備 　 　 考

令和４年９月30日〔11〕 第38号（通算第47号）農大同窓会報



１　令和４年度  一般会計収支予算
（単位  円）

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額
　　収入の部

220,0001,800,0002,020,000会　　費 農学科101名

41317雑 収 入 預金利息（2月・8月）

△137,6341,198,5841,060,950繰 越 金 前年度より繰越

82,3702,998,5973,080,967計 　

２　令和４年度  名簿作成基金会計収支予算
（単位  円）

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

　　収入の部

0200,000200,000繰 入 金 　

03,0003,000名簿収入
01010預金利息

203,0121,453,1391,656,151繰 越 金 前年度より繰越

一般会計から繰入

203,0121,656,1491,859,161計 　

３　令和４年度  創立記念基金会計収支予算

（単位  円）
　⑴普通預金
　　収入の部

0200,000200,000繰 入 金 　
02020預金利息 　

200,0242,679,8032,879,827繰 越 金 前年度より繰越

　
　

一般会計から繰入

200,0242,879,8233,079,847計 　

（単位  円）　　支出の部

203,0121,656,1491,859,161予 備 費 　
203,0121,656,1491,859,161計 　

（単位  円）　　支出の部

200,0242,879,8233,079,847予 備 費 　
　
　

200,0242,879,8233,079,847計 　

（単位  円）
　⑵定期預金
　　収入の部

05050預金利息 　
43500,625500,668繰 越 金 前年度より繰越
43500,675500,718計 　

（単位  円）　　支出の部

43500,675500,718予 備 費 　
43500,675500,718計 　

010,00010,000支部活動費 5,000円×2支部

040,00040,000事務用品費 文具等

011,00011,000賃　　金 　

010,00010,000交 際 費 　

75,8701,018,0171,093,887予 備 費 　

82,3702,998,5973,080,967計 　

18,000760,000778,000会報発行費 同窓会報発行・発送

22021,32021,540技術部会
活 動 費

10,000円×2部会
振込手数料 770円×2

0120,000120,000会 議 費 役員会、
理事会開催費

0243,000243,000記念品費 卒業生記念品代
80人

070,00070,000表 彰 費 同窓会員の
表彰記念品代

0400,000400,000繰 出 金 名簿作成基金 200,000円
創立記念基金 200,000円

（単位  円）
備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

　　支出の部

△11,61072,38060,770全国連盟
会　　費

会員割 20,000円
学生1名 500円×80名
振込手数料 770円

090,00090,000旅　　費
東海近畿ブロック
会議、全国連盟総会
の出席旅費

△110132,880132,770個人情報
業務委託費

会員データ年間管理料
132,000円
振込手数料 770円

令和４年度  会計予算
令和４年９月30日〔12〕第38号（通算第47号） 農大同窓会報

　毎年「同窓会報」を発行するに当たり、
住所不明等で多数の会員に会報が届いてい
ません。会員の皆様で、住所や姓が変わるな
ど状況に変化があった場合、その状況を事務

局までお知らせください。
　また、同窓会報の内容は農大ホームページの中の同窓会のページで見るこ
ともできます。
　会員様の中でホームページを見るから同窓会報の送付を経費節約のために
止めていただいて結構と言われる方がおみえになりましたら、送付不要を希
望される場合のみ、官製はがきにその旨を書き、住所氏名を記入し、10月31
日までに農大事務局にご送付ください。その方のみ次号から送付を止めさせ
ていただきます。

●
ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
廣

済
堂
ネ
ク
ス
ト
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
事
業
部

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
課
（
以
下
弊
社
）

が
責
任
を
も
っ
て
管
理
い
た
し

ま
す
。

●
弊
社
は
、
当
社
が
信
頼
に
足
る

と
判
断
し
た
外
部
の
企
業
に
、

個
人
情
報
の
デ
ー
タ
処
理
な
ら

び
に
発
送
作
業
を
委
託
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
提
供
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

本
人
の
承
諾
な
し
に
学
校
・
同

窓
会
関
係
者
以
外
の
第
三
者
に

開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て
本
人

に
か
ぎ
り
、
開
示
、
訂
正
・
削

除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

愛
知
県
立
農
業
大
学
校
同
窓
会
は

株
式
会
社
廣
済
堂
ネ
ク
ス
ト
へ
会

誌
の
発
送
業
務
を
委
託
い
た
し
ま

す
。
そ
の
際
、
お
預
か
り
す
る
個

人
情
報
は
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
日
本
の
法
令
そ
の
他
の
規
範

を
厳
守
し
て
、
左
記
目
的
の
範
囲

で
の
み
利
用
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
廣
済
堂
ネ
ク
ス
ト

の
個
人
情
報
取
扱
に
つ
い
て

●
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
以

下
の
目
的
で
使
用
い
た
し
ま
す
。

・
学
校
な
ら
び
に
同
窓
会
か
ら
の

通
信
文
書
お
よ
び
名
簿
の
発
送

・
同
窓
会
が
本
来
目
的
に
よ
り
活

動
す
る
場
合
、
必
要
と
思
わ
れ

る
作
業
を
進
行
す
る
際
な
ど
合

法
的
な
目
的
の
た
め
に
活
用
す

る
場
合

　（
同
窓
会
会
則
に
準
じ
ま
す
）

会
員
デ
ー
タ
に
つ
い
て

事務局から

愛知県立農業大学校　同窓会事務局
同窓会長　柴 田 隆 夫
〒444−0802　岡崎市美合町字並松１の２
電話（0564）５１−１６０２　ＦＡＸ（0564）５１−４８３１


